




























































































































































































































































































































































































































































hronological Study of Susuya Type P



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































千歳 ( ロソセイ ) 湾
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※ 1　タイプ B とほぼ同じ土器群が，丸底・櫛目文主体で分布することが予想される。恵須取川口第 3 号遺跡資料の大半はこの段
階に当てはまる可能性が高い。




元町 2 式 興津式 （種屯内Ⅰ c・Ⅰ d）
前期 宇津内Ⅱ a Ⅰ式宇津内Ⅱ a Ⅱ式 下田ノ沢Ⅰ式
（声問川大曲Ⅲ B）
※ 2
中期 宇津内Ⅱ b Ⅰ式 下田ノ沢Ⅱ 1 式
後半
後期
宇津内Ⅱ b Ⅱ式 後北 C1 式※ 3






※ 1　時期区分は，宇田川洋氏の 5 期区分［宇田川 1982］をもとに，早期を一部改変して設定した。
※ 2　宇津内Ⅱ b 式や後北 A 式等が断片的に確認されている。
※ 3　南千島では下田ノ沢Ⅱ 2 式が確認されている。
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ナビリ文化の住居と遺物（チャイボ 1遺跡） バリシャヤブフタ式系の土器（ 1998 より）
（1：ザパトノエ 10、2・4：ベルジャンスキエ 2、3：ドンスコエ 3）
ピリトゥン文化の住居と土器（チャイボ 1遺跡）
アニワ文化の土器（ユージナヤ 2遺跡） カシカレバグシ文化の遺物（カシカレバグシ 5遺跡）
図 4　サハリンにおける新石器時代～古金属器時代の諸文化
 （1～4： ・ ,2012 より，5：グリシェンコ 2015）
住居と遺物（チャイボ 1 遺跡） フタ式 （ ,19 8 より）
（1：ザパトノエ 10，2・4：ベルジ ， コエ 3）
ン文化の住居と土器（チャイボ 1 遺跡）
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C   堅果類など
海産魚類
C  植物4




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































No. 遺跡名 試料番号 土器型式 出土遺構 引用文献，図版番号ほか 試料種類
14C 年代
（BP） Lab.No.





2040 ± 40 Beta̶186174





2630 ± 40 Beta̶186175




炭化材 2230 ± 40 PLD̶3157




炭化材（No.3） 2100 ± 40 PLD̶3155




炭化材（No.5） 2040 ± 40 PLD̶3156




2060 ± 40 Beta̶174531
7 MK3̶13 恵山 焼土（F̶16） 熊谷・谷島編
（2006）
炭化物 2110 ± 40 IAAA̶51437
8 MK3̶16 恵山 焼土（F̶13） 熊谷・谷島編
（2006）
炭化物 2020 ± 40 IAAA̶51438
9 常呂川河口 USTK05̶4 宇津内Ⅱ a 21 号竪穴 臼杵編（2007） 炭化材（木炭） 2150 ± 30 IAAA̶52406
10 USTK05̶6 宇津内Ⅱ a 21 号竪穴，床面 臼杵編（2007） 土器付着炭化物 2570 ± 40 IAAA̶52408
武田編（1996），
第 122 図 ̶1
（口縁部外面）
11 谷田 USSH̶2 宇津内Ⅱ a 竪穴（PIT111） 臼杵編（2007） 炭化材（木炭） 1930 ± 30 IAAA̶61403
12 USSH̶2（r） 1950 ± 30 IAAA̶61404
13 USSH̶4 宇津内Ⅱ a 竪穴（PIT120） 臼杵編（2007） 種実？
（クルミ片？）
2130 ± 30 IAAA̶61406
14 USSH̶1 宇津内Ⅱa・Ⅱb 竪穴（PIT109） 臼杵編（2007） 炭化材（木炭） 1940 ± 30 IAAA̶61402
15 USSH̶3 宇津内Ⅱ b 竪穴（PIT119） 臼杵編（2007） 炭化材（木炭） 1970 ± 30 IAAA̶61405
16 USSH̶5 後北 A ～ B 竪穴（PIT124） 臼杵編（2007） 炭化材（木炭） 2150 ± 30 IAAA̶61407
17 オシャマッ
プ川
USSH-6 宇津内Ⅱ b 竪穴（PIT1） 臼杵編（2007） 炭化材（木炭） 2100 ± 30 IAAA̶61408
18 USSH̶6（r） 2140 ± 30 IAAA̶62455
19 ウトロ No.1（2004 年度） 宇津内Ⅱ a 竪穴住居（PIT1），
床面直上
松田編（2011） 炭化物 2200 ± 60 Beta̶201585
20 No.3（2005 年度） 宇津内Ⅱ a 土坑墓（PIT21） 松田編（2011） 炭化材 2100 ± 40 Beta̶213769
21 No.2（2004 年度） 宇津内Ⅱ b 竪穴住居（PIT2），
炉跡
松田編（2011） 炭化物 2300 ± 60 Beta̶201586
22 No.3（2004 年度） 宇津内Ⅱ b 竪穴住居（PIT2），
床面直上
松田編（2011） 炭化物 2060 ± 60 Beta̶201587
23 No.1（2005 年度） 宇津内Ⅱ b 竪穴住居（PIT22） 松田編（2011） 炭化材 2020 ± 50 Beta̶213767




2090 ± 40 Beta̶184697
25 オニキシベ
2
後北 B 集中区 6（焼骨片集
中Ⅲ BB̶70）
天方編（2011） 木炭 1920 ± 30 IAAA̶81988
26 K39 後北 B 炉址（HE01），7 層 小杉ほか編
（2015）




後北 B 炉址（HE01），7 層 小杉ほか編
（2015）
木炭 2040 ± 30 IAAA̶130421




木炭 2010 ± 30 IAAA̶130422




木炭 2020 ± 20 IAAA̶130423




木炭 1950 ± 30 IAAA̶130424





No. 遺跡名 試料番号 土器型式 出土遺構 引用文献，図版番号ほか 試料種類
14C 年代
（BP） Lab.No.




木炭 1900 ± 20 IAAA̶130425





2010 ± 40 IAAA̶30168





1970 ± 40 IAAA̶30167





1950 ± 40 IAAA̶30169





1810 ± 40 IAAA̶30166
36 K435（第 2
次調査）
後北 C2・D 第 1 号炉跡（HE̶1） 仙庭編（2000） 炭化材 1870 ± 50 Beta̶126128
37 後北 C2・D 第 2 号炉跡（HE̶2） 仙庭編（2000） 炭化材 1910 ± 50 Beta̶126129
38 後北 C2・D 第 5～6 号炉跡周辺
炭化物層
（HE̶5DC）
仙庭編（2000） 炭化材 1800 ± 30 Beta̶126130
39 後北 C2・D 第 6 号炉跡（HE̶6） 仙庭編（2000） 炭化材 1800 ± 50 Beta̶126131
40 後北 C2・D 第 1 号炭化物集中
（DC̶1）
仙庭編（2000） 炭化材 1840 ± 50 Beta̶126132
41 後北 C2・D 第 5 遺物集中地点，
P05A
仙庭編（2000） 土器付着炭化物 2330 ± 50 Beta̶126133
42 K39（第 9 次
調査）
K39N19̶2 後北 C2・D 屋外炉（7HE01） 石井編（2002） 炭化材（フローテ
ーション採取）
1730 ± 40 Beta̶152415
43 K39N19̶3 後北 C2・D 屋外炉（7HE02） 石井編（2002） 炭化材（フローテ
ーション採取）
1700 ± 40 Beta̶152416




1790 ± 40 Beta̶152417
45 K135（4 丁
目地点）
HDSP̶24 後北 C2・D（新） 焼土 16（Ⅲ a 層） 西本編（2009） 種実（クルミ） 1760 ± 40 Beta̶204000
46 HDSP̶26 後北 C2・D（新） 焼土 14（Ⅲ a 層） 西本編（2009） 種実（クルミ） 1840 ± 40 Beta̶204001
47 HDSP̶27 後北 C2・D（古） 焼土 85（Ⅶ c 層） 西本編（2009） 種実（クリ） 1940 ± 40 Beta̶204002
48 HDSP̶29 後北 C2・D（古） 焼土 92（Ⅶ c 層） 西本編（2009） 種実（クリ） 1900 ± 40 Beta̶204003
49 K135（第 4
次調査）
K135̶04 後北 C2・D 第 9 号屋外炉
（6HE09）
出穂編（2005） 炭化材 1810 ± 40 Beta̶188441
50 K135̶05 後北 C2・D 第 4 号炭化物集中
（6DC04）
出穂編（2005） 炭化材 2010 ± 40 Beta̶188442
51 K135̶06 後北 C2・D 第 16 号屋外炉
（6HE16）
出穂編（2005） 炭化材 1830 ± 40 Beta̶188443
52 K135̶07 後北 C2・D 第 14 号焼土粒集中
（6DB14）
出穂編（2005） 炭化材 1890 ± 40 Beta̶188444
53 K135̶08 後北 C2・D 第 18 号屋外炉
（6HE18）
出穂編（2005） 炭化材 1810 ± 40 Beta̶188445
54 K135̶09 後北 C2・D 第 19 号屋外炉
（6HE19）
出穂編（2005） 炭化材 1700 ± 40 Beta̶188447
55 K135̶10 後北 C2・D 第 6 号炭化物集中
（8DC06）
出穂編（2005） 炭化材 1790 ± 40 Beta̶188448
56 K518（第 1
次調査）
K518̶3 後北 C2・D 焼土粒集中（DB02） 秋山編（2007） 炭化材
（トネリコ）
1940 ± 50 IAAA̶30172
57 K518̶02 後北 C2・D 焼土粒集中（DB07） 秋山編（2007） 炭化材 1830 ± 40 Beta̶188461
58 K518̶03 後北 C2・D 焼土粒集中（DB07） 秋山編（2007） 炭化材 1990 ± 40 Beta̶188462
59 K518（第 2
次調査）
K518̶04 後北 C2・D 炉跡（2HE04） 柏木編（2009） 炭化材 1910 ± 40 Beta̶213751
60 K518̶05 後北 C2・D 炉跡（2HE10） 柏木編（2009） 炭化材 1720 ± 40 Beta̶213752
表 3-1-2　北海道における鈴谷式前後の 14C年代値
122





K518̶20 後北 C2・D 炉跡（6HE01） 小針編（2011） 炭化物
（クルミ属）
1870 ± 30 IAAA̶102183
62 C537 C537̶5 後北 C2・D 第 47 号屋外炉跡
（HE47）
高橋編（2012） 炭化物 1790 ± 30 IAAA̶92815
63 C537̶6 後北 C2・D 第 51 号屋外炉跡
（HE51）
高橋編（2012） 炭化物 1750 ± 30 IAAA̶92816
64 C537̶7 後北 C2・D 第 53 号屋外炉跡
（HE53）
高橋編（2012） 炭化物 1820 ± 30 IAAA̶92817
65 C537̶8 後北 C2・D 第 53 号屋外炉跡
（HE53）
高橋編（2012） 炭化物 1850 ± 30 IAAA̶92818
66 C537̶9 後北 C2・D 第 45 号屋外炉跡
（HE45）
高橋編（2012） 炭化物 1800 ± 30 IAAA̶92819
67 C537̶10 後北 C2・D 第 45 号屋外炉跡
（HE45）
高橋編（2012） 炭化物 1720 ± 30 IAAA̶92820
68 C537̶11 後北 C2・D 第 8 号屋外炉跡
（HE08）
高橋編（2012） 炭化物 1840 ± 30 IAAA̶92821
69 C537̶13 後北 C2・D 第 10 号炭化物集中
（DC10）
高橋編（2012） 炭化物 1860 ± 30 IAAA̶92823
70 C537̶14 後北 C2・D 第 17 号炭化物集中
（DC17）
高橋編（2012） 炭化物 1870 ± 30 IAAA̶92824








試料 No.63 後北 C2・D 屋外炉址（HE02） 小杉ほか編
（2011）
炭化物 1785 ± 20 PLD̶15188
73 試料 No.74 後北 C2・D 屋外炉址（HE03） 小杉ほか編
（2011）
炭化物 1825 ± 20 PLD̶15189




炭化物 1780 ± 20 PLD̶15190




炭化物 1785 ± 20 PLD̶15191




炭化物 1780 ± 20 PLD̶15192
77 K39 試料 1 後北 C2・D 屋外炉址（HE01） 小杉ほか編
（2006）




試料 2 後北 C2・D 屋外炉址（HE04） 小杉ほか編
（2006）
炭化材 1785 ± 25 PLD̶4589
79 試料 5（USK39̶1）後北 C2・D 屋外炉址（HE02） 小杉ほか編
（2006）
炭化材 1740 ± 30 IAAA̶52373
80 試料 6（USK39̶2）後北 C2・D 屋外炉址（HE03） 小杉ほか編
（2006）
炭化材 1770 ± 30 IAAA̶52374
81 試料 7（USK39̶3）後北 C2・D 屋外炉址（HE04） 小杉ほか編
（2006）
炭化材 1770 ± 30 IAAA̶52375
82 幌内 D HD̶D27 後北 C2・D
（終末）
土坑（P̶160） 鈴木編（2014） 炭化材 1700 ± 20 PLD̶23904
83 HD̶D31 後北 C2・D
（終末）
土坑（P̶182） 鈴木編（2014） 炭化材 1750 ± 20 PLD̶23908
84 HD̶D12 北大Ⅰ 土坑（P̶51） 鈴木編（2014） 炭化種実
（クルミ）
1610 ± 15 PLD̶23889
85 HD̶D26 北大Ⅰ 土坑（P̶159） 鈴木編（2014） 炭化材 1575 ± 15 PLD̶23903
86 HD̶D28 北大Ⅰ 土坑（P̶163） 鈴木編（2014） 炭化植物遺体
（タケ亜科）
1595 ± 15 PLD̶23905
87 HD̶D29 北大Ⅰ 土坑（P̶163） 鈴木編（2014） 炭化材 1570 ± 20 PLD̶23906










HDSP̶32 北大Ⅱ 焼土 9（9b 層） 西本編（2009） 種実（クルミ） 1620 ± 40 Beta̶204004
89 柏木川 7 No.1 北大Ⅱ～Ⅲ 19 号焼土 長町編（2004） 炭化材 1460 ± 40 IAAA̶31287
90 C544 C544̶3 北大Ⅱ～Ⅲ 炉跡（4HE04） 田中編（2012） 炭化材 1480 ± 30 IAAA̶102234
91 C544̶4 北大Ⅱ～Ⅲ 土坑（4PT04） 田中編（2012） 堅果 1500 ± 30 IAAA̶102235
92 C544̶5 北大Ⅱ～Ⅲ 土坑（4PT31） 田中編（2012） 炭化材 1490 ± 30 IAAA̶102236
93 西島松 5 16485NM5̶8 北大Ⅲ 土壙墓（P3） 和泉田編（2002） 木片
（ヤマグワ属）
1310 ± 40 Beta̶150482
94 青苗砂丘 19890AS̶1 十和田 住居跡 H̶1（北トレ
ンチ礫周囲床面）
皆川編（2002） 炭化材 1770 ± 40 Beta̶164480






2210 ± 40 Beta̶164481
96 19892AS̶3 十和田～刻文 貝塚（E14̶N13） 皆川編（2002） 炭化材 1780 ± 40 Beta̶164482




1580 ± 40 Beta̶174461
98 21668AS̶5 刻文 住居跡 H̶3，炉跡出
土





十和田 1 号墓 山谷編（2011） 炭化材 2190 ± 60 Beta̶270276




2220 ± 40 Beta̶275840
101 35429RY09SI03 十和田 3 号住居 山谷編（2011），
サンプル 4
炭化材 2010 ± 60 Beta̶270278
102 35430RY09SI02 刻文 2 号住居 山谷編（2011） 炭化材 1490 ± 40 Beta̶270279
103 35431RY09SI01 刻文～沈線文 1 号住居 山谷編（2011），
サンプル 4
炭化材 1460 ± 60 Beta̶270280
104 USRF̶1 刻文～沈線文 1 号住居（RYB 地点
トレンチ）
臼杵編（2008） 炭化材 1450 ± 30 IAAA̶71640
105 川尻北
チャシ
USKES̶11 十和田 2 号竪穴住居址 臼杵編（2007） 土器付着炭化物
（口縁部外面）
2020 ± 30 IAAA̶52385
大場ほか（1972），




106 USKES̶12 十和田 2 号竪穴住居址 臼杵編（2007） 土器付着炭化物
（口縁部内面）
2180 ± 30 IAAA̶52386
大場ほか（1972），






USKES̶1 刻文 採集品 臼杵編（2007） 土器付着炭化物
（頸部外面）





108 USKES̶2 刻文 採集品 臼杵編（2007） 土器付着炭化物
（口縁部内面）
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No. 遺跡名 試料番号 土器型式 出土遺構 引用文献，図版番号ほか 試料種類
14C 年代
（BP） Lab.No.









111 USMOY̶3 刻文 9 号竪穴，床下層 米村・梅田編
（2009）
炭化材（柱材） 1510 ± 30 IAAA̶52387




1480 ± 40 IAAA̶41930




1600 ± 30 IAAA̶52388




1470 ± 40 IAAA̶41931




1510 ± 30 IAAA̶52389




1550 ± 30 IAAA̶52390




1470 ± 30 IAAA̶52391




1530 ± 30 IAAA̶52392






1380 ± 30 IAAA̶52393







1520 ± 30 IAAA̶52394
121 USMOY̶13 刻文 9 号竪穴，骨塚 2 米村・梅田編
（2009）
枝材 1400 ± 30 IAAA̶52395
122 ウトロ No.2（2006 年度） 刻文 竪穴住居（PIT81），
炉跡
松田編（2011） 炭化材 1440 ± 40 Beta̶227078
123 No.13（2008 年度）刻文 竪穴住居（PIT113），
No.971
松田編（2011） 炭化物 1500 ± 40 Beta̶255211
124 No.14（2008 年度）刻文 竪穴住居（PIT113），
No.959
松田編（2011） 炭化物 1420 ± 40 Beta̶255212
125 No.1（2009 年度） 刻文 竪穴住居（PIT113），
床面直上
松田編（2011） 炭化物 1480 ± 40 Beta̶265434
126 No.15（2008 年度）刻文 竪穴住居（PIT183），
No.23
松田編（2011） 炭化物 1520 ± 40 Beta̶255213
127 No.21（2008 年度）刻文 竪穴住居（PIT183），
No.715
松田編（2011） 炭化物 1470 ± 40 Beta̶255219
128 No.2（2009 年度） 刻文 竪穴住居（PIT183），
No.67
松田編（2011） 炭化物 1640 ± 40 Beta̶265435
129 No.16（2008 年度）刻文 竪穴住居（PIT40），
HP25No.4976
松田編（2011） 炭化物 1380 ± 40 Beta̶255214
130 No.17（2008 年度）刻文 竪穴住居（PIT108），
No.1110
松田編（2011） 炭化物 1480 ± 40 Beta̶255215
131 No.18（2008 年度）刻文 竪穴住居（PIT108），
No.8467
松田編（2011） 炭化物 1640 ± 40 Beta̶255216
132 No.2（2008 年度） 刻文 土坑墓（PIT29），735 松田編（2011） 炭化物 1620 ± 40 Beta̶255200










炭化物 2495 ± 40 SOAN̶3817
2 イムチン 2 イムチン 第 20 号住居
（2004）
炭化物 2570 ± 110 MAG̶672
3 イムチン 第 20 号住居外
（2004）
炭化物 2640 ± 100 MAG̶670
4 セベロ・サハリン
スク1
イムチン 1991 年調査，第 1 発掘
区，住居，櫛歯文土器 （2004）
土器付着炭化物 2700 ± 35 SOAN̶3719
5 プレドレフリャン
カ




土器付着炭化物 2800 ± 45 AA̶23131




土器付着炭化物 2740 ± 45 AA̶25440
7 ユージナヤ 2 アニワ 第 1 号住居 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2360 ± 110 LE̶4040
8 アニワ 第 1 号住居 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2320 ± 160 LE̶4039
9 アニワ 第 1 号住居 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2550 ± 160 LE̶4038
10 アニワ 第 1 号住居 ワシレフスキー
（2003）












グリシェンコ（2015） 炭化物 2385 ± 55 SOAN̶7527
13 カシカレバグシ
（後期段階）











グリシェンコ（2015） 炭化物 2680 ± 40 SOAN̶7530
16 カシカレバグシ
（前期段階）
第 3 号住居（炉） グリシェンコ（2015） 炭化物 2750 ± 65 SOAN̶7531
17 カシカレバグシ
（前期段階）





グリシェンコ（2015） 炭化物 2895 ± 85 SOAN̶7533
19 スタロドゥフスコ
エ 3




土器付着炭化物 2265 ± 30 AA̶20865
20 アド・ティモボ 7 古金属器 1996 年発掘区，
基盤層 （2004）





炭化物 2110 ± 40 SOAN̶3718
22 古金属器 1996 年発掘区
（2004）
貝殻 2690 ± 45 SOAN̶3718
23 Kuzmin et al.（2004） 炭化物 1715 ± 30 AA̶36395










炭化物 2160 ± 125 SOAN̶3821
27 ベロエ 1 古金属器
（2004）
炭化物 2200 ± 35 AA̶37077
28 アド・ティモボ 1 北サハリン
（ナビリ） （2004）
炭化物 2220 ± 35 AA̶36440
表 3-2　サハリンにおける新石器時代後期～鈴谷式の 14C 年代値
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炭化物 2105 ± 100 SOAN̶4280
30 Kuzmin et al.（2004） 炭化物 1905 ± 100 SOAN̶3723









炭化物 2610 ± 165 SOAN̶3823
33 Kuzmin et al.（2004） 炭化物 2200 ± 35 AA̶36438




炭化物 2490 ± 40 SOAN̶5820




炭化物 2440 ± 65 SOAN̶5821
36 チャイボ 6 （ナビリ） 第1地点，第1号住居，
第 1 号炉址
（2008） 炭化物 2400 ± 55 SOAN̶5829
37 （ナビリ） 第 1 地点，第 25 号ピ
ット埋土（第 1 号住居
に付属）
（2008） 炭化物 2480 ± 45 SOAN̶5828
38 第 2 地点，第 3号住居
（架構部材の焼け跡）
（2008） 炭化物 2160 ± 55 SOAN̶5831
39 ジムダン 5 （ナビリ） 第 2 号住居，炉 （2008） 炭化物 2005 ± 55 SOAN̶5818
40 （ナビリ） 第 1 号住居，炉 （2008） 炭化物 2815 ± 50 SOAN̶5817
41 ウシュ 2 北サハリン
（ナビリ） （2004）
炭化物 2170 ± 60 SOAN̶3562
42 バウリ 2 北サハリン
（ナビリ） （2004）
木炭 1720 ± 85 SOAN̶3415
43 ノクシ 2 北サハリン
（ナビリ）





炭化物 1450 ± 45 SOAN̶3815





炭化物 2395 ± 65 SOAN̶7100






炭化物 2030 ± 70 SOAN̶7097




炭化物 2190 ± 55 SOAN̶7093
48 カシカレバグシ
2
（ピリトゥン） 第 2 発掘区，第 31̶32
号住居
（2008） 炭化物 2110 ± 40 SOAN̶5825
49 （ピリトゥン） 第 2 発掘区，第 31̶32
号住居
（2008） 炭化物 2180 ± 35 SOAN̶5827
50 （ピリトゥン） 第 2 発掘区，第 31̶32
号住居
（2008） 炭化物 2250 ± 60 SOAN̶5823
51 （ピリトゥン） 第 4 発掘区，第 34 号
住居
（2008） 炭化物 2110 ± 45 SOAN̶5826
52 ウスチアインスコ
エ
鈴谷（恵須取） 1993 年調査 ワシレフスキー
（2003）
土器付着炭化物 2540 ± 45 AA̶36621
53 鈴谷 1993 年調査，住居の炉 ワシレフスキー
（2003）





炭化物 2340 ± 60 Beta̶110666
55 ベロカメンナヤ 鈴谷（櫛歯文） 1992 年調査，第 1 発掘
区，第 5 号住居 （2004）
土器付着炭化物 2300 ± 50 AA̶36737










1993 年調査，第 2 発掘
区，第 1 号住居周辺 （2004）
土器付着炭化物 2420 ± 35 AA̶36735
57 鈴谷（櫛歯文） 1994 年調査，第 4 発掘
区，第 7 号住居 （2004）
土器付着炭化物 2460 ± 35 AA̶36736
58 鈴谷（櫛歯文） 1998 年調査，第 6 発掘
区，土塁頂部 （2004）
土器付着炭化物 2520 ± 35 AA̶36734
59 ススヤⅠ 鈴谷 発掘区 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2520 ± 35 SOAN̶782
60 鈴谷 発掘区 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2040 ± 65 SOAN̶783
61 鈴谷 発掘区 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 1850 ± 150 SOAN̶1025
62 ポレチエ 1 鈴谷
（2004）
炭化物 2365 ± 35 AA̶37076
63 鈴谷
（2004）
炭化物 2315 ± 35 AA̶37225
64 鈴谷
（2004）
炭化物 2180 ± 35 AA̶37124
65 アジョールスク1 鈴谷 第 15 号住居 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 1600 ± 100 MAG̶678
66 鈴谷 第 15 号住居 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 1590 ± 200 MAG̶669
67 鈴谷 第 15 号住居 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 1750 ± 100 MAG̶676
68 鈴谷 第 15 号住居 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2070 ± 100 MAG̶677
69 鈴谷 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 1920 ± 55 SOAN̶1019
70 鈴谷 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 1910 ± 65 SOAN̶1018
71 鈴谷 Kuzmin et al.（2004） 土器付着炭化物 2360 ± 35 AA̶37363
72 クズネツォーボ 1 鈴谷 2 層，炉 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 1640 ± 340 DVGU̶90
73 鈴谷 2 層，炉 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2384 ± 270 DVGU̶91
74 鈴谷 2 層，炉 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2750 ± 150 MAG̶693
75 タラナイ 1 鈴谷 試掘孔 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 1970 ± 45 SOAN̶1022
76 鈴谷 試掘孔 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2050 ± 30 SOAN̶1021
77 鈴谷 試掘孔 ワシレフスキー
（2003）
炭化物 2155 ± 65 SOAN̶1023
78 スタロドゥフスコ
エ 2
鈴谷 第 2 号住居
（2004）





炭化物 1700 ± 100 MAG̶675
80 シャフタリスク1 鈴谷 露頭 ワシレフスキー
（2003）
木材 1780 ± 60 SOAN̶1024
81 プガチョボ 9 鈴谷
（2004）
炭化物 2315 ± 55 SOAN̶3264
82 プガチョボ 38 鈴谷
（2004）
炭化物 1890 ± 55 SOAN̶3565
83 タギュ 鈴谷
（2004）





炭化物 2700 ± 200 MAG̶692
85 イワノフカ アニワ～鈴谷 第 1 発掘区
（2004）
木柱 1850 ± 90 TIG̶270
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表 4　常呂川河口遺跡、利尻富士町役場遺跡、多蘭泊出土試料の 14C 年代値
No. 遺跡名 試料番号 土器型式 出土遺構，引用文献，図版番号ほか 試料種類
14C 年代
（BP） Lab.No.
1 常呂川河口 TK73̶F14 鈴谷 57 号竪穴・床面直上，武田編
（2002），第 60 図 ̶4
土器付着炭化物（口縁
部内面）
2530 ± 40 MTC̶17469
2 TK73̶F39 後北 C1 ピット 22（墓）・埋土，武田編
（1996），第 246 図 ̶10
土器付着炭化物（口縁
～胴部上半内面）
2020 ± 45 MTC̶17477
3 TK73̶F40 後北 C2・D（Ⅰ期） ピット 253・埋土，武田編
（1996），第 392 図 ̶6
土器付着炭化物（口縁
～胴部上半内面）
2515 ± 40 MTC̶17478
4 TK73̶F31 後北 C2・D（Ⅰ期） 69 号竪穴・床面，武田編
（2002），第 125 図 ̶1
土器付着炭化物
（口縁部内面）
2500 ± 40 MTC̶17471
5 TK73̶F29 後北 C2・D（Ⅱ期） 69 号竪穴・埋土，武田編
（2002），第 127 図 ̶1
土器付着炭化物
（口縁部内面）
2530 ± 45 MTC̶17470
6 TK73̶F34 後北 C2・D（Ⅱ期） 158 号竪穴・埋土，武田編
（2006），第 149 図 ̶1
土器付着炭化物
（胴部上半内面）
2290 ± 40 MTC̶17474




2240 ± 40 MTC̶17479
8 TK73̶F33 後北 C2・D（Ⅱ期） 100 号竪穴・埋土，武田編
（2004），第 110 図 ̶1
土器付着炭化物
（胴部上半内面）
1975 ± 45 MTC̶17473
9 TK73̶F43 後北 C2・D（Ⅱ期） 第Ⅰ・Ⅱ層，武田編（2000），
第 50 図 ̶1
土器付着炭化物（口縁
～胴部上半内面）
1815 ± 40 MTC̶17480
10 TK73̶F32 後北 C2・D（Ⅲ期） 100 号竪穴・埋土，武田編
（2004），第 110 図 ̶2
土器付着炭化物
（口縁部内面）
2275 ± 40 MTC̶17472
11 TK73̶F38 後北 C2・D（Ⅲ期） 第Ⅰ・Ⅱ層，武田編（2000），
第 44 図 ̶7
土器付着炭化物
（口縁部内面）
1900 ± 40 MTC̶17476
12 TK73̶F36 北大Ⅰ 第Ⅰ・Ⅱ層，武田編（2000），
第 44 図 ̶1
土器付着炭化物
（口縁部内面）
2070 ± 45 MTC̶17475






1985 ± 45 MTC̶17484




木炭 1760 ± 45 MTC̶17481
15 TK73̶69H 後北 C2・D 69 号竪穴（94̶26 ⑤），
武田編（2002）
木炭 1695 ± 40 MTC̶17482











2590 ± 45 MTC̶17486





2340 ± 45 MTC̶17493




2280 ± 45 MTC̶17485




2480 ± 40 MTC̶17487




2120 ± 45 MTC̶17490





2100 ± 40 MTC̶17489




2045 ± 40 MTC̶17488




2200 ± 45 MTC̶17492




2160 ± 40 MTC̶17491
26 RFY̶12 鈴谷 ? 4 号住居，山谷編（2011） 樹皮 230 ± 45 MTC̶17496
27 RFY̶11 十和田 3 号住居・サンプル 7，
山谷編（2011）
木炭 1970 ± 40 MTC̶17495
28 RFY̶10 刻文 2 号住居，山谷編（2011） 木炭 1405 ± 40 MTC̶17494
29 サハリン・
多蘭泊
SUSU̶U 鈴谷 図 2 土器付着炭化物
（口縁部内面）
2255 ± 45 MTC̶17467
30 SUSU̶S 鈴谷 上段と同一個体 土器付着炭化物
（胴部上半外面）



















1 TK73̶F14 2530 ± 40 793̶748（24.2%），685̶667（9.1%）
642̶587（25.0%），581̶556（9.9%）
̶21.7 13.7 57.8 5.8 11.7 
2 TK73̶F39 2020 ± 45 89̶76（5.6%），57̶29（57.7%）
39̶50（4.9%）
̶27.0 6.4 60.9 6.3 11.3 
3 TK73̶F40 2515 ± 40 778̶741（16.3%），687̶664（10.3%）
646̶550（41.6%）
̶23.4 14.5 64.3 4.8 15.7 
4 TK73̶F31 2500 ± 40 771̶732（14.7%），691̶660（11.6%）
650̶544（41.8%）
̶23.0 14.4 60.2 6.1 11.5 
5 TK73̶F29 2530 ± 45 792̶747（22.3%），685̶666（9.0%）
642̶555（36.9%）
̶21.8 14.1 62.3 7.4 9.8 
6 TK73̶F34 2290 ± 40 402̶357（48.8%），282̶257（15.7%）
243̶236（3.6%）
̶20.9 14.7 60.8 8.1 8.7 
7 TK73̶F41 2240 ± 40 380̶351（16.5%），300̶210（51.7%） ̶22.7 11.3 54.6 7.4 8.6 
8 TK73̶F33 1975 ± 45 37̶30（3.9%），21̶11（6.6%）
2̶70（57.7%）
̶25.9 7.4 55.4 9.4 6.9 
9 TK73̶F43 1815 ± 40 134̶241（68.2%） ̶27.5 5.8 58.7 7.2 9.5 
10 TK73̶F32 2275 ± 40 398̶356（37.2%），286̶235（31.0%） ̶21.9 12.9 50.6 6.2 9.6 
11 TK73̶F38 1900 ± 40 31̶37（2.2%），51̶139（64.0%）
199̶206（2.1%）
̶24.9 7.3 45.4 5.9 9.0 
12 TK73̶F36 2070 ± 45 165̶41（68.2%） ̶23.9 12.1 54.7 6.3 10.1 
13 TK73̶148aH 1985 ± 45 39̶61（68.2%） ̶26.0 
14 TK73̶57H 1760 ± 45 220̶345（68.2%） ̶27.4 
15 TK73̶69H 1695 ± 40 260̶279（11.0%），326̶402（57.2%） ̶26.7 
16 TK73̶83aH 1625 ± 40 384̶434（37.2%），456̶469（5.4%）
488̶534（25.5%）
̶26.1 
17 RFY̶2 2590 ± 45 816̶756（63.6%），679̶671（3.0%）
604̶599（1.7%）
̶24.0 14.9 58.5 6.4 10.6 
18 RFY̶9 2340 ± 45 485̶367（68.2%） ̶21.8 16.8 59.7 8.1 8.6 
19 RFY̶1 2280 ± 45 400̶357（41.1%），285̶235（27.1%） ̶23.7 14.4 61.9 6.3 11.5 
20 RFY̶3 2480 ± 40 757̶703（17.9%），696̶679（5.7%）
672̶541（44.7%）
̶22.9 14.3 58.8 5.8 11.9 
21 RFY̶6 2120 ± 45 200̶88（60.1%），76̶57（8.1%） ̶24.2 14.5 63.5 4.5 16.3 
22 RFY̶5 2100 ± 40 175̶86（54.8%），80̶55（13.4%） ̶23.1 15.4 55.5 5.8 11.2 
23 RFY̶4 2045 ± 40 148̶142（2.3%），112̶5（65.9%） ̶25.4 11.7 63.1 4.4 16.8 
24 RFY̶8 2200 ± 45 358̶281（40.9%），257̶203（27.3%） ̶21.2 17.4 58.1 7.1 9.6 
25 RFY̶7 2160 ± 40 354̶291（30.6%），232̶161（33.6%）
131̶119（4.0%）
̶23.4 15.3 64.1 4.1 18.3 
26 RFY̶12 230 ± 45 1640̶1681（30.3%），1739̶1748（2.4%）
1762̶1803（25.8%），1937（̶9.7%）
̶28.1 
27 RFY̶11 1970 ± 40 21̶11（5.8%），2̶73（62.4%） ̶26.1 
28 RFY̶10 1405 ± 40 608̶660（68.2%） ̶27.5 
29 SUSU̶U 2255 ± 45 391̶352（24.2%），296̶229（39.8%）
221̶212（4.2%）
̶22.5 15.5 61.5 6.8 10.5 















1 TK73̶F14 63.2 49.0 77.6 2.2 1.3 59.2 1.3 
2 TK73̶F39 105.7 71.5 67.7 2.4 1.4 56.0 1.4 
3 TK73̶F40 174.8 124.7 71.3 2.4 1.4 58.5 1.4 
4 TK73̶F31 69.8 47.8 68.6 2.7 1.5 57.9 1.5 
5 TK73̶F29 150.6 113.6 75.4 2.6 1.6 62.2 1.1 
6 TK73̶F34 148.1 108.5 73.2 2.3 1.2 53.4 1.2 
7 TK73̶F41 56.2 36.5 65.0 2.6 1.4 52.1 1.4 
8 TK73̶F33 104.1 72.1 69.3 2.7 1.5 54.7 1.5 
9 TK73̶F43 87.4 61.4 70.3 2.2 1.2 55.9 1.2 
10 TK73̶F32 184.1 125.9 68.4 2.9 1.5 51.6 1.5 
11 TK73̶F38 50.5 33.0 65.4 2.5 1.1 43.9 1.1 
12 TK73̶F36 182.0 116.1 63.8 2.5 1.3 53.2 1.3 
13 TK73̶148aH 45.6 29.2 64.2 2.2 1.3 59.5 1.3 
14 TK73̶57H 25.8 18.9 73.2 2.3 1.4 60.9 1.4 
15 TK73̶69H 55.6 36.5 65.6 2.2 1.3 60.1 1.3 
16 TK73̶83aH 61.9 47.6 76.9 2.1 1.4 64.8 1.4 
17 RFY̶2 67.4 47.4 70.4 2.1 1.2 55.5 1.2 
18 RFY̶9 158.5 100.6 63.4 2.5 1.4 54.8 1.4 
19 RFY̶1 55.9 37.6 67.2 2.2 1.3 61.3 1.3 
20 RFY̶3 94.7 70.8 74.7 2.3 1.3 57.8 1.3 
21 RFY̶6 142.3 93.5 65.7 2.3 1.4 61.8 1.4 
22 RFY̶5 73.6 51.3 69.7 2.2 1.1 49.1 1.1 
23 RFY̶4 152.0 98.2 64.6 2.2 1.3 61.3 1.3 
24 RFY̶8 304.5 203.7 66.9 2.3 1.2 54.4 1.2 
25 RFY̶7 187.1 143.3 76.6 2.2 1.4 64.4 1.4 
26 RFY̶12 23.3 17.1 73.4 2.1 1.4 66.0 1.4 
27 RFY̶11 42.3 24.9 58.8 2.2 1.3 61.1 1.3 
28 RFY̶10 43.9 31.9 72.5 2.3 1.5 65.5 1.5 
29 SUSU̶U 77.0 53.7 69.7 2.3 1.3 58.1 1.3 
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Chronological Study of Susuya Type Pottery : In Relation to “Karafuto 
Kikō” by Kunio Yanagita
The archaeological site of Solov’evka, which Kunio Yanagita visited on his trip to Sakhalin in 
1906, corresponds to the Minami shell mound (also known as the Solov’evka site). This site, along 
with the Susuya shell mound in the vicinity, is considered one of the most important sites in Sakhalin 
archaeology. Objects unearthed from these sites are referred to as standard artifacts to distinguish 
Minami kaizuka type pottery from Susuya type pottery. Among them, the latter is examined in 
this paper to reassess its age. Dated between the Epi-jōmon culture and the Okhotsk culture and 
distributed in areas/cultural groups between Hokkaidō and the Lower Amur River basin, Susuya type 
pottery has been considered to provide an important clue in revealing the relationships between them. 
Nevertheless, its chronological and typological categories have not been fixed yet, partly because 
the upper limit of the age range is unknown. The results of radiocarbon dating and the reassessment 
of existing dating evidence in this study indicate that Susuya type pottery is dated to between the 
fourth century B.C. and the sixth century A.D. in Sakhalin and to between the first and sixth century 
A.D. in Hokkaidō. In the light of these results, this paper suggests that Susuya type pottery was 
first established in Sakhalin and later made an impact on the pottery of Hokkaidō. In view of the 
conventional chronology of pottery types, this assumption raises the following issues. First of all, 
because the pottery of Northern Sakhalin cultures, such as the Kashkalebagshch, Pil’tun, and Nabil’ 
cultures whose existence was suggested by recent studies of Northern Sakhalin, as well as Bol’ishaya 
Bukhta type pottery which was closely related to cultures in the Lower Amur River basin, are 
chronologically close to early Susuya type pottery, it is essential to examine the detailed typological 
relationships between Susuya and these types of northern pottery. Moreover, it is necessary to review 
the conventional chronology of pottery types because it still suggests that early Susuya type pottery 
was distributed in Hokkaidō as well. These issues must be clarified as soon as possible to facilitate 
chronological studies of Susuya and other types of Epi-jōmon culture pottery as well as the pottery of 
the Paleometal Age in Sakhalin.
Key words: Susuya type pottery, Okhotsk culture, Epi-jōmon culture, Sakhalin, Hokkaidō
KUMAKI Toshiaki, FUKUDA Masahiro and KUNIKITA Dai
